
～水陸両用ブルドーザ見学と浸水VR体験など～
「小・中学生工事現場見学会」を実施しました
８月21日（木）、22日（金）治水事業について学び防災意識を高めていただくため、小・中学生の親子を対象とし

た現場見学会を実施しました。参加者の皆さんには水陸両用ブルドーザの操縦体験、流域治水模型実験や、浸水

ＶＲ体験を通して、庄内川の治水対策や流域治水について学んでいただきました。

SHONAIGAWA RIVER OFFICE

水陸両用ブルドーザの操縦を
教わりながら一人ずつ体験

迫力あるブルドーザに
皆さん興味津々！

流域治水模型実験で
ダムやため池の効果を確認

バス内で洪水対策として実施し
ている河道掘削について説明

東海豪雨25年の
流域治水カードも配布

浸水シミュレーションの
浸水の速さと範囲にびっくり

水陸両用ブルドーザが活躍する
未来の工事のイメージを上映

ブルドーザ見学後
庄内川河川事務所
に移動して、
みんなで流域治水
について楽しく体
験学習！

全国に5台しかない
水陸両用ブルドーザを
バックに参加者の
皆さんで記念撮影！

まずは庄内川の河道掘削の現場で水陸両用ブルドーザを見学

水陸両用ブルドーザの
絵本を用意

VRゴーグルを装着して
名古屋駅前の浸水を疑似体験


